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＊文部科学省の資料（２０１１.3.31）を基に編集部で作成

今後１０年の児童・生徒数の予測

公立中学校の年齢別教員数

今後１０年で子どもは約１割減少1

出典／国立社会保障・人口問題研究所ウェブサイト　　http://www.ipss.go.jp/

注）出生高位（死亡中位）推計より算出
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

多忙さに悩む中学校教師4

出典／小・中学校：東京大学「教員勤務実態調査（小・中学校）報告書」（２００７年）、高校：文部科学省「教員勤務実態調査（高等学校）報告書」（２００７年）
http://benesse.jp/berd/

Q.１日の残業時間、持ち帰り仕事にどれくらい時間がかかりますか？（勤務日）

Q.次のようなことをどのくらい感じますか？（中学校教師）
教員の給与は安い

保護者や地域住民への対応が増えた

授業の準備をする時間が足りない

生活指導が必要な生徒が増えた

仕事に追われて生活のゆとりがない

教員が行うべき仕事が多すぎる

教員の仕事はやりがいがある

小学校

中学校

高　校
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国際比較で見た日本の子どもたちの学力には課題も3

出典／国立教育政策研究所　OECD生徒の学習到達度調査（PISA)
http://www.nier.go.jp/

読解力を中心に我が国の生徒の学力は改善傾向にある。しかしながら、トップレベルの国 と々比べると下位層が多い
読解力については、必要な情報を見つけ、取り出すことは得意だが、それらの関係性を解釈したり、自らの経験や知識と結びつけたりすることがやや苦手である
数学的リテラシーについては、OECD平均は上回っているが、トップレベルの国 と々は差がある
趣味で読書をすることはない生徒の割合は、２０００年調査から減少（５５．０→４４．２％）したものの、諸外国（OECD平均３７．４％）と比べると依然として多い

●

●

●

●

ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査の結果推移

国立教育政策研究所 「学力向上に関するこれまでの施策とPISA2009の結果」 より抜粋
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http://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kyouinjittai/2006/index_sc.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kyouinjittai/2006/index_kou.html
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教師の指導観は「確かな学力」の定着重視へ5

出典／Benesse 教育研究開発センター「第５回　学習指導基本調査」（２０１０年）
http://benesse.jp/berd/

出典／文部科学省「全国学力・学習状況調査」（２０１０年）
http://www.nier.go.jp/

Q.授業や生活指導の面でどのようなことを大切にしていますか。
　 あえていえば重視していると思うほうはどちらですか？

Q.授業研究を伴う校内研修を前年度、何回実施しましたか？
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どの子どもにも、できるだけ

学力をつけさせること
勉強が苦手な子どもには
別の能力を伸ばしてやること
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1997年
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教科書や指導要領の内容を
とにかく最後まで扱うこと

一通り終わりまでやれなくても、
基本的な考え方を身につけること

51.4

70.8

48.6

29.2

1997年

2010年
自発的に学習する意欲や
習慣を身につけさせること

たとえ強制してでも
とにかく学習させること

81.8

65.2

18.2

34.8

1997年
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受験指導は塾などに任せて、

学校では基礎的事項を教えること
受験に役立つ力を学校の授業でも
身につけさせること

31.7

13.8

68.3

86.2

1997年

2010年
不得意な教科や領域の
学力をつけさせること

得意な教科や領域の
学力を伸ばすこと

37.9

59.9

62.1

40.1

授業研究を伴う校内研修の回数は微増傾向6

2007年度

2008年度

2009年度

2010年度

平均
（回）

5.9回

6.2回

6.2回

6.3回

1.9

その他・無回答

全く実施していない

年間１～２回年間３～４回年間５～６回年間７～８回年間９～１０回年間１５回以上
年間１１～１２回年間１３～１４回

0.8
17.527.616.810.09.45.1

2.2

8.7

1.5
0.2

15.428.217.010.79.95.7

2.2

9.2

1.6
0.1

16.228.017.310.79.45.2

2.3

9.2

1.3
0.1

13.928.617.311.39.15.4

2.5

10.4

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/sc_hon/index.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/index.htm
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

新教育課程では理数教育や言語活動が充実と予想8

出典／Benesse 教育研究開発センター「中学校の学習指導に関する実態調査報告書」（２０１０年）
http://benesse.jp/berd/

Q.新学習指導要領の実施によって、次のような教育内容や活動がどれくらい充実すると思いますか？

理数教育

言語活動

道徳教育

伝統や文化に関する教育

キャリア教育

食育

情報教育

体験活動

環境教育

心身の成長発達の理解

安全教育

ものづくり

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）

とても充実する まあ充実する
無答・不明

わからない
今までと変わらない

72.5 7.9 2.9 1.315.4

65.4 18.6 5.3 1.69.1

35.6 53.1 6.0 1.83.6

36.3 50.8 8.4 2.12.4

34.5 51.5 8.7 1.83.5

33.8 51.8 9.7 1.82.9

33.1 54.2 8.2 1.82.7

28.6 56.6 9.4 1.83.7

28.0 59.1 8.9 1.72.3

22.3 63.2 11.6 1.81.1

19.8 68.0 9.2 1.71.2

17.2 66.4 13.1 2.11.2

５割の教師が「探究的な学習」に不安7

注）教職経験年数別の数値のうち、最大値に下線を引いている
出典／Benesse 教育研究開発センター「第５回　学習指導基本調査」（２０１０年）http://benesse.jp/berd/

Q.２０１２年度から実施される新学習指導要領の以下の内容を実施するにあたり、
　 あなたはどれくらい不安を感じていますか？

基礎的・基本的な知識・
技能を活用する学習

探究的な学習

「体験活動の充実」の実践

「道徳教育の充実」の実践

「言語活動の充実」の実践

「理数教育の充実」の実践
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41.7

44.6

31.7

23.4
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38.3

37.3

38.7

26.7

18.9

45.4

39.1

40.6

38.6

31.4

19.3

52.8

5.8 39.1 44.9

5.5 38.7 44.2

4.9 39.2 44.1

3.9 29.4 33.3

2.3 21.3 23.6

［教職経験年数別］ （％）

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/sc_hon/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/gakusyuu_jittai/2010/index.html

